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The 　 adsorptions 　of　Ag ＋

　and 　Go2 ＋

　increased　at 　 a

high　 pH 　 region ．　 No 　 Ca3＋ and 　Na ＋ were 　 adsQrbed ．
The 　 capacity 　of 　BUD 　for　Hga ＋　was 　 determined 　 by
b飢 ch 　operation ．　The 　 value 　 at 　98 ％ adsorption 　was

reached 　to　40　mg 　Hg ：＋

／g　BUD ．　 Capaci止ies　of 　Cr6 
Cu ： ＋ and 　 P騨 obtained 　 by　 the　 colurnn 　 operation

were 　15mg 　 Cr6＋／g　BuD
，
5，5mg 　cul ＋／g　BUD 　 and

4。7mg 　Pb3 ＋
／g　BUD 　respectively ．　 The 　adsorption 　for

Gu甼
＋

　was 　reduced 　to　one −quarter　its　 quantity　by
treating 　BUD 　 with 　O．1NHCI 　 solution 　 or 　to　one −half
by　keeping　 it　 at ，a　 temperature 　 of　 l　10°G　 for　20　h．
Impurities　in　BUD 　wcre 　analyzcd 　by　neutron 　 activa 一

tion　ana1ySis ．　 It　 was 　 found　that 　 the　amounts 　 of

impuritieS　 seemed 亡o 　be　 neglig 三ble　on 　 app 丑ying　BUD
to　trace　analys …8．

　　　　　　　　　　　　（Received 　Nov．29， 1978）
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イオ ン交換 ・アル セナゾ 111吸光光度法によるケイ酸塩岩石 中の

トリウム の定量

桐　山　 哲　也
＊

（1978 年 12 月 8 日受 理 ）

　ク ロ V ト グラ フ 法 と吸 光光度法 を 組 み 合 わ せ て
，

ケ イ酸塩岩石 中の ト リウ ム の 定 量法 を 開 発 し た ．

　試料約 0．59 を 過塩 素酸
一フ ッ 化水 素酸で 分解す る． 過塩素酸 で 更 に 1 回 白煙 処 理 した 後 ・ 残 さ を

6M 塩 酸 に 溶 解 す る．鉄 そ の 他 の 金 属 を 除 くた め ，
　 Amberlite　CG 　400 （Cl

’一
形）の カ ラ ム に 通 す・

流出液 を 蒸発乾固 し ，
6．6M 硝酸 に 溶解す る．こ の 溶 液 中の ト リ ウ ム を ，　Amberlite　CG 　400（NO ，

“
形）

を用 い る 陰イオ ソ 交換 カ ラ ム に 吸着さ せ る． ト リウ ム を 0．1M 硝酸 30　ml で 溶離 し た 後 ，
9M 塩酸

溶液申に お い て ア ル セ ナ ゾ III を 用 い る 吸光光度 法 に よ り定量す る・

　本 法 を 用 い 米国及 び 囘 本 の 地 質調 査 所 が 発 行 し た 標準岩石試料中の ト リウ ム を 定量 し た 結果 ， 文献慎

と ほ ぼ よ い 一致 を 示 し た 、

1 緒
昌

鬲

　 ア ル セ ナ ゾ III は ，　ト リ ウ ム
， ジ ル コ ニ ウ ム ， ウ ラ ン ，

ス カ ン ジ ウ ム
， イ ッ ト リウ ム

， 希土類元素に対 し て ， 極

め て高感度か つ 選択的な発色試薬 で ある
1）． ア ル セ ナ ゾ

IIIを発色試薬とす る 吸光光度法 と， 溶媒抽出1）
”4）

， イ オ

ン 交ge‘〕
−T）f どの 分離法とを組み合わ せ て ， ケ イ酸塩岩

石 中の ト リ ウ ム を定量する方法は多数報告され て い る．

　著者は
5）

， 先に 強塩基性陰イ オ ソ 交換樹脂 Dowex 　l

を用 い る 硫酸一硫酸ア ン モ ニ ウ ム 系 に お い て ケ イ酸塩岩

石中 の トリウム
， ジル ＝ ニウ ム

， ウ ラ ン を逐次 ク ロ マ ト

的 に 分離 した後 ， ア ル セ ナ ゾ IH 吸光光度法 で 定量 し

た．こ の 方法で は ， 硫酸溶液か らの ト リウ ム の Dowex

1に 対する分配係数が か な り低 い の で ，
マ ト リ ッ ク ス 元

＊ 鹿児島大学教育学部 ： 鹿児島県鹿児島市郡元 1−20−6

素を除去す るス テ ッ プ で は ， 多少複雑な前処理を必要 と

した ．

　
一

方 ト リ ウ ム は ， 硝酸溶液 ， 硝酸一有機溶媒混合系 か ら

は 陰 イ オ ン 交換樹脂に 対 し高い 分配係数
S） を示 し， こ れ

らは極め て 選択的な分離系を構成する の で
，

ケ イ酸塩岩

石 の よ うな複雑な V ト リ ッ クス を対象 と して ， ト リ ウ ム

を分離定量す る場合は ， 本系の利用 が 便利 と思われる．

Korkisch 　ら
6） は ケ イ酸塩岩石を硝酸 ，

フ ッ 化水素酸で

分解， 残さを ホ ウ酸溶液で 処理 して 不溶性 フ
ッ 化物を溶

解す る などの 操作を経て ，8M 硝酸溶液と した が ， その

液は な お 不溶性沈殿（チ タ ソ 及び ジル コ ニ ウ ム の 酸化物 ，

モ リブ デ ン 酸）を含む こ とが多い ．そ の ま ま カ ラ ム を 通

過させ る と沈殿が カ ラ ム の 上端に 保持され る が ，
6M 塩

酸に よ り ト リ ウ ム を溶離す る際に は 容易に ト リウ ム と と

もに 溶 出 し， ト リ ウム の 光度定量 に 重大な障害を与 え る
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こ とを Korkisch らは 指摘して い る．こ の 方法で は 不溶

性沈殿 の 生成 を 抑え る こ とは 事実上困難 で あ る ．本報で

は ， 過塩素酸一フ
ッ 化水素酸分解後 ，

6M 塩酸溶液と し鉄

（III） な どを陰イ オ ン 交換除去後，6M 硝酸溶液か ら ト

リウ ム を カ・ラ ム に捕そく， 次 い で 少量 の 0・IM 硝酸に

よ っ て溶離 し， ア ル セ ナ ゾ IIIに よ っ て 定量す る方法を

提案す る．こ の 方法で は ， 試料 の 前処理 は極め て簡潔 で

あ り，既報・）．，Korkischの 方法 に み られ る困難 さは な い ・

　本法を種子島産 の 玄武岩， 桜島産の安山岩， 屋久島産

の 花 こ う岩 の 分析 に適用 し， 又標準添加 法に よ り回収率

を求め た が ， 十分満足で きる もの で あっ た．又 ， 標準岩

石の 分析を行 っ た結果，文献値 とほ ぼ よ い
一致をみ た．

2 実 験

　2 ・1　試薬及び装置

　 ト リ ウ ム 標準 液 ： 硝酸 ト リ ゥ ム 　｛Th （NOI ）‘
・4H

，
O ｝

約 2．59 を採 り ，
0，1M 硝酸 溶 液 100　ml に 溶解 し た ・

キ シ レ ノ ール オ レ ン ジ （XO ）を 指 示 薬 と す る EDTA 滴

定法 に よ り標定 し た．

　ジ ル コ ニ ウ ム 標 準 液 1 硫酸 ジ ル コ ニ ウ ム 　｛Zr（SO ，）z
’

4H
，
O ｝約 29 を 1・5M 硫酸溶液 100m1 に 溶 解 し た・．

XO を 指 示 薬 とす る EDTA 滴定法 に よ り標定 し た・

　イ オ ン 交換 カ ラ ム A ：Ambertite　CG 　400 （G1
一

形）
3．09 を 内 径 1．Ocm の ガ ラ ヌ．管 に 詰 め た ． ベ ッ ｝ の 高

さ 8cm ．

　イ オ ン 交換カ ラ ム B　
：
　Ambcrlite　CG 引ゆ0 （NOi

一
形）

3 ．09 を 内径 1．Ocm の ガ ラ ス 管 に 詰 め た ． ベ ッ トの 高

さ 8cm ，

　 吸 光光度計 ： 日 立 IO1型 分 光光度計 を 使用 し た ．セ ル

は 50mm ガ ラ ス セ ル を 使用．

　2・2　パ ッ チ平衡法による分配係数の測定

　硝酸溶液に お け る ト リ ウム の 分配係数 （Kd ）をパ
ッ チ

平衡法に よ り測定 した ．AmberlitC　CG 　 400（NOs
一
形＞

1・Og を精ひ ょ う， 共 せ ん 付き三 角 フ ラ ス コ に 入 れ，硝酸

濃度を種 々 変化 させ た溶液 40ml と ト リ ウ ム 標準液 1．O

m1 （0．〔脇   01　Th ）を餓 （20土 1 ）時蔽 とうし

た ，炉液の
一

定量を採 りア ル セ ナ ゾ III法で 定量 し， 次

式 か ら Kd を算出 し た．

K ・
一 樹

峯轟 響島鴇 雛
量

す．終わ りに 過塩素酸 lm1 を加え蒸発乾固 し ，
フ

ッ 化

水素酸を完全 に 除 く．残さに 6M 塩酸 30・ml を加え加熱

溶解させ る ．こ れ を あ らか じめ 6M 塩酸 20m1 で 樹脂を

な じませ た カ ラ ム A に 通す．流速 は 約 1m1 ／min ・次 に

6M 塩酸 30ml で カ ラ ム を洗浄す る．流出液を蒸発乾

固後， 硝酸 lm1 を 加 え 再 び 蒸発乾固す る．更に 硝酸

【mI を加 え蒸発乾固後，残 さに 6・6M 硝酸 50　ml を

加え る．加熱し て溶解 した後，6．6M 硝酸で 100m 且に

す る．あ らか じめ 6．6M 硝酸 20ml で 樹脂 をな じませ

た カ ラ ム B に 通す． 6．6M 硝酸 60　ml で カ ラ ム を洗浄

し， 次 い で 0．lM 硝酸 30ml を流し ト リ ウ ム を溶離す

る，

　2・盛 吸光光度法に よる トリ ウ 厶 の定量
S）

　流出液を蒸発乾固す る．濃塩酸 lml を加え蒸発乾固

する．残 さを濃塩酸 18・5m1 とともに 25　ml メ ス フ ラ

ス コ に 移 し，
1％ ゼ ラ チ ン 溶液友び 0 ・1％ ア ル セ ナ ゾ

III水溶液 1・Oml を加 え ， 水 で 標線 まで 希釈す る．水

を対照 と して 波長 665・nm に お け る 吸光度を 測定 し， 検

量線法 で ト リウ ム を定量 した．

3 結果及び 考察

　3 ・1 硝酸系における トリ ウ 厶 の挙動

　強塩基性陰イ オ ン 交換樹脂を用 い る硝酸系 に お ける ト

リウ ム の 挙動は ， 既 に 多 くの 報告 が あ る le）11）・2・2 の 測

定結果を Tab ！e 重 に 示す． ト リ ウ ム の Kd 値は 硝酸濃

度の 増加 と と もに 増大する． 6．6M 硝酸溶液 に お け る

Kd 値 は 1．B・x 　102 を示 した．陰イオ ン 交換樹脂を 用 い

る硝酸系 に お い て は ， ト リ ウ ム
， 金 （III）が強く吸着する・

一
方 ，

ア ル セ ナ ゾ III と発 色す るス カ ソ ジ ウ ム
， イ ッ ト

リウ ム
， ジ ル コ ニ ウ ム

， ウ ラ ン
， 希土類元素をは じめ と

する他の 多 くの 金属イ オ ン は ， ほ とん ど吸着性を示 さな

い 1°川 ）．それゆえ硝酸系 は ， ト リ ウ ム に つ い て極め て選

択的な系 とな る．

Table 　l　 Distributien　 coeHicients 　 of 　 thoriu皿
　 　 　 　 in　 nitric 　 acid

HNO3 （M ）　 9，8　　　 6，6 　　　 3．3　 0、98　 0、33　 0．09唱
Th 　　　　　 2，6xloz 　 1．8 × 101　　 tl　　 く 1　　　 ＜ 1　　　 ＜ 匚

2・3 試料 の 分解と トリ ウ 厶 の カ ラ ム 分離

　細粉岩石試料 0・5呂を白金ざ らに採 り， 少量 の 水 で湿

らせ る．過塩素酸 2m1 と フ ッ 化水素酸 5ml を 加 え ホ ッ

トプ レ r ト上 で 加熱分解 し白煙 に 至 らせ る。未分解物が

あれば ，
フ

ッ 化水素酸 1・ml を 加 え 蒸発乾固を 繰 り返

　Korkisch ら s） は ，
8M 硝酸系陰イ オ ン 交換 に よ っ て

ト リウ ム を捕そ く し，多量 の 6M 塩酸 （200m1 ） に ょ っ

て ト リ ウ ム を溶離し て い る の で樹脂の 分解が は な は だ し

く，

・
ア ル セ ナ ゾ II恥 こ よ る光度定量に 先立 ち過 マ ン ガ ン

N 工工
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酸 カ リ ウ ム で 溶出有機物を分解 して い る が，本法 で は ト

リ ウ ム の 吸着は 6．6M 硝酸と した の で ， 樹脂の 分解は抑

えられ ，
2・4 に 示 した よ うに 溶出液を 塩酸で 処理 した

後 ， 直ち に ア ル セ ナ ゾ III に よ る 比色 に 供する こ とが で

きる．

　 カ ラ ム に 吸着 した ト リ ウ ム は ，
O。1M 硝酸 30m1 で 容

易に 溶離 され る．そ の ときの 溶離 曲 線 を Fig・1 に 示

す．すなわち ，
6．6M 硝酸 IOOml に ト リ ウ ム 93．6gg

を加 え ， あらか じめ 6．6M 硝酸 20　ml で樹脂 をな じま

せ た カ ラ ム B に 通す．次 に 6．6M 硝酸 60　ml で カ ラ

ム を洗浄後， 0．IM 硝酸で F リ ゥ ム を 溶離す る．溶出

液中の ト リウ ム を ア ル セ ナ ゾ II1で 定量 した．すな わ

ち ，
0・lM 硝酸 30ml で 定量的 に 回 収 で きる こ とが 分 か

っ た ，

Tablc　2　Anion．　exchage 　separation 　of　thorium

Run Add 巳d　（P9 ） Found 　（P9 ）

80

06

04

訳

、
唱

ε
三
〇

』

20

P
即

胆

鼻

5566758595

93。693
．69
．369
．s69
，369
．369
．369
，369
．36

　 go，0
　 94．1
　 　 9，55
　 　 9，27
　 　 9．64
　 　 9．03
　 　 y．7唾
　 　 Y．55
　 　 9．44
己 v．　9．価 土0．24nt⊃

s 斗 ≒ w 十
一

〇．エMHNe 、 → i

　　　　 ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　 、厂DlunIe 　oE　efflueiIt
”　mI

Fig，　 l　Elution　curve 　for　thorium

　 　 　 　S じSample 　 solution 〔6．6　M 　HNO3 ）100　mli 　 W ；Wash ・

　 　 　 　 ing　 solutio ロ 6．6　M 　 HNO360 　ml ；
’
1
’
h ：93，6　pg （しaken ），

　 　 　 　 93．lp9 （fOUnの

　3・2　ケイ酸塩岩石の分析

　 カ ラ ム 分離 に お け る マ ト リ ッ ク ス 元素 の 影響 を調ぺ る

た め ， ヶ イ酸塩岩石中 に含まれ る ナ ト リ ウ ム ， カ リ ウ ム ・

マ グ ネ シ ウム ， カ ル シ ウ ム
， ア ル ミ ニ ウ ム ， 鉄 ， チ タ

ン ， ジル コ ； ウム 及 び ト リ ウ ム の 混合物か ら ト リ ウ ム の

分離を 行 っ た ．Table 　2 に そ の 結果を 示 した．　 Run 　1〜

5 は ， ジ ル コ ＝ ウ ム と ト リ ウ ム の混合物か ら ト リ ウ ム を

分離 した ときの 結果 で あ る．Run6 〜9 は ， ナ ト リ ウ ム ，

カ リ ウ ム
，

マ グネ シ ウ ム
， カ ル シ ウ ム，ア ル ミ ニ ウ ム，

鉄 ， チ タ ン 及 び ジ ル コ ニ ウ ム
， ト リ ウ ム の 混合物か ら ト リ

ウム の 分離を行 っ た ときの 結果で あ る．こ の 場合， ナ ト

リ ウ ム
， カ リ ウ ム な どの マ ト リ ッ ク ス 元素の 濃度は ， 米

国標準岩石 BCR −1（玄武岩）の 組成を もとに して 決 め た・

0 ．59 の B（】R −1 に含まれ る とほ ぼ等 しい 量 の ナ ト リ ウ

a ） 0．505   Zr（IV） wa5 　 addod ．　 b） 5．65   N ら 4．星8   K ，
9．27m8 　Mg

，
24。9   〔為 23．7m 区 Al

，
6．侶 mz 　 Ti（1V），

47．5
1pg 　Fe 跏 d　O．505　mg 　Zr（1V）worc 　added ．の　Run51 日nd 　2　w じrc

omitted 　 f『om 　 the 　 oa ヒ ula しion，

ム
， カ リウ ム

，
マ グ ネ シ ウ ム

，
カ ル シ ウ ム

， ア ル ミ ニウ

ム
， 鉄 ，

チ タ ン を 分取 し，こ れ に 0 ・505mg の ジ ル コ ニ

ウ ム
，
9．36   の ト リ ウ ム

， 過塩素酸 2m1 幸加え 蒸発

乾固後，
2・3 の 方法 で 分析 した ．十分満足 で きる 回収が

あり，
ジ ル コ ＝ ウ ム 及 び マ ト リ ッ ク ス 元素の 妨害は な

い ．変動係数 は 2．5％ で か な り小 さ い 値と な っ た ．又 ，

0．5g の 試料を使 っ た こ の 場合 の 感度（吸光度が 0・00皇）

は ，
0．lppm で ある．

　以上 の 結果 に 基 づ い て ， 代表的な 3種類 の ケ イ 酸塩岩

石 ， す な わ ち ， 種子島産 の 玄武岩，桜島産の 安山岩， 屋

久島産 の 花 こ う岩 の 分析を 2・3 に 示す方法で行 っ た．そ

の 結果を Tab 「e　 3 に 示す．まず ヶ イ酸塩 を フ
ッ 化水素

酸一過塩素酸の 混酸で 分解後蒸発乾固し ， 残 さに 6．6M

硝酸溶液を 加えた が ， わ ず か に 沈殿 が 残 り完全 に は 溶解

しなか っ た．こ れ に 対 して 残 さは 6M 塩酸溶液に は完全

Table　3　Determination 　 of　 thorlum 　in　typical

　　　　 igneous　rocks

Rock 　　　　Sample 　　 Add 君d　　Found 　 CD11邑ent 　in　origina 匚

　 　 　 　 　 　 （9）　 　 （F9 ）　 　 （P9 ）　 　 rock （ppm ）（lecation）

Basalt　　　　　　　　　O，5聖936

（Tanegashi【ma ）　　0．52623
　 　 　 　 　 　 0，50926
　 　 　 　 　 　 0，504t7
　 　 　 　 　 　 0，50471

Andesiしe 　　　　　 O。49654
（Sakurajima）　　　　　0，498且3

　 　 　 　 　 　 0．496Sl
　 　 　 　 　 　 O，50350
　 　 　 　 　 　 0．50226

Grani しc 　　　　　　　　　O．50623
（Yakusliima）　　 0，49742

　 　 　 　 　 　 0．49358
　 　 　 　 　 　 0．496eo
　 　 　 　 　 　 O，50480

0001

．873
．74

0003

．747
．48

oOO3

．747
．4s

2，622
．482
，574
．176
，273

．844
．023
．607
．86n
．8

5．665
．195
．769
，83

且2．9

av．

aV ．

av ．

5，044
．7i5
．054
，565
．Ol4
，B7土O．23

7，738
．077
．258
，田

8，607
．97 」：o．5［

11．210
，411
．712
．310
，7

匪塵．3　± 0．8
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報　文 桐 山 ．イ オ ン 交換
一
ア ル セ ナ ゾ III吸 光 光度 法 に よ る ケ イ酸塩 岩 石 中 の ト リウ ム の 定量 423

に溶解し ， 硝酸溶液の よ うに ジ ル コ ニ ウ ム ， チ タ ン の 酸

化物を主成分 とす る不溶物が 生成す る こ と は な い ．又 共

存す る鉄 ， チ タ ソ
， ジ ル コ ニ ウ ム な どは本塩酸系陰イ オ

ン 交換法 で除か れ る の で 流出液 を蒸発乾固 し，
6．6M 硝

酸溶液と し て もな ん ら の 沈殿 も生 じな い ．従 っ て 鉄，ジ

ル コ ニ ウ ム な どを除く塩酸系陰イ オ ン 交換を先 に 行い ，

次 い で 硝酸系陰 イ オ ン 交換法で トリ ウ ム を分離すれぽ，

Korkisch らの 方法に み られ る欠点は除か れ ， 操作は 極

め て 簡潔と な る．所要時間は 短縮され る．Table　3 に お

け る ± の 値は 標準偏差 で あ る，変動係数は 玄武岩 で は

4．7％ ， 安山岩 で は 6．3％，．花 こ う岩 で は ア・1％ とな

り， 玄武岩 よ り花 こ う岩の ほ うが大き
’
い ．

　本法の 正確さを検討するた め ， 米国地質調査所及 び 日

本地質調査所が発行した標準岩石を分析 した．そ の 結果

を Table 　 4 に 示す。本法の 変動係数 は 最大 7・1％ で
．

あり，G −2
，
　BCR −1

，JG −1
，JB−1 セこ つ い て は Flanagan12 ）

ある い は 安藤
la ）

の 値 とこ の 範囲内で
一致 して い る．しか

し ，
GSP −1

， AGV −1
．
に つ い て は Ftanagan の 値11） との

間 に若干差 が 認 め られ る．

Table　4　Deter皿 ination　of 山 orium 　 in．standurd

　　　　 roc1 弼 （ppm ）

G −2　　 GsP −1　　 AGv −I　　 BGR −I　　 JG−l　　　 JB−1
5．54　　　　 13．9　　　　8，75
5．曲 　　　　　12、4　　　　9，03
6．OD 　　　　置3．5b，　　　9．Ob〕

8）
9）
10）

1里）

12）

13）

黒 田 六 郎 ： ぶ ん せ き
，
1979

，
31．

大 西　寛 ：分化 ， 12， 1153 （1963）．

J．P ，　 Faris
，
　 R ．　F ．　 Buchanan ： Anal．　 chem．，

36
，　1157　（1964），

F．Ichikawa，　S．　 UrunQ ，　 H ，　 Imai　l　BuU ．　 Chem．
So‘．丿

「

クn．
，
34，　952　（1961）陰

F 。Flanagan 　： Geochim ．　Cosmochim ．　Acta ，
37

，

1189　（1973）．
安藤　厚 ：ぶ ん せ き ，

1978
，
526．

22，9　　　　　118　　　　7．76
22．4　　　　　　　　　 7．46
24．2魯，　　　　　］OSe］　　　　6，4聖巳D

a）FLanagan （ts73 ）】s）
；　b）　Ando （197B）13 ，

　終わ りに ， 本研究を行 うに 当た り終始 御 懇 篤な 御 指導

を賜 わ っ た 千葉大学工 学 部 黒 田六 郎教授に 衷 心 よ り御礼

を 申 し 上 げ る．
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）
）
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5

）6

）フ
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S．B．　 Savvin： Tatan‘a ，
8，673 （1961）； 11， 1， 7

（1964）．
M ．

’
Pavlova，　S．　 Mateva ： Anat．　 Ab5t厂．，

29
，

298

（1975）．
R ．E ．　 Stanton ： Pros．　 Au5tralas．　 Inst．　 Min ．

Metallり 1971
，

101。
P．Pakalns ： Anal．　 Chim．　 A ‘ta，

58
，

463 （1972），
T ．Kiriyama

，　R ．　Ku 厂oda ： イ｛nal ．　Chim．　A ‘‘α ，

71
，　375　（1974）．

J。Korkisch
，
　D ．　Dimitriadis ； Tatanta，20， 且199

（且973）．
N ．LUda 苴

ノ

tsova ： An．al．　Abstr．，24，
1498（1973）．

　10脱 罵。ha皿 9。　separatien 皿 d　 spe 。trophotome
tric 　determination　 of 　thor…unl 　i皿 　5 証ioa¢ e 　rocks

wi 亡h　 arsenazo 　m ．　Tetsuya　 KIR ！YAMA 　（Laboratory
for　 Chemistry

，　 Faculty　of 　Education
，　 Kagosh三ma

University，1−2q−6，　 Korimoto，　 Kagoshima−shj ，　Kago・
sh 三rpa）
　A 　 comb 加 ed 　chromatographic −spectrophoto 　metric

method 　has
．
been　developed　for　the

．
　 determilation　of

thQr 三um 　ih　 silicate 　rocks ．　 About　O。5go £　 rock 　sa 皿 ple
ln　a 　platinum 　dbh　is　decomposed　with 　a 　 mb 【ture　 of

pcrchloric　 and 　hydroHuoric　 acids 　by　heat三ng ．　Hcatjエ】g
to　 dryness　 with 　perchIoric　 acid 　 i3　repeated 　 again

，
　and

the 　residue 　is　taken　in　6　M 　hydr  hloric　 acid ．　 Thi呂

so 正ution 　is　 passed　down　 a　column 　of 　Amberlite 　CG

400 （C1
−
）to　get　 rid 　of 　accompanying 　iron　and 　 other

metals 　 forming 　 chlorocomplexes ．　 The 　 e 田 uent 　 is
evapo 耐 ed 　to　dryness　and 　taken　in　6，6Mnitric 　acid ．
Anion−exchange 　from 　 this　solut 三〇n 　 allows 　thorium 喉o

be　retained 　quantitatively　on 　 a　column 　 of 　Amberlite
GG 　400 （NO ド ）．　 Thorium 三s　thcn 　stripped 　by　 elu ．

tion　with 　30　ml 　of　O．1Mnitric　acid 　and 　subsequently

determined　spectrophotometrically 　wi 山 arsenazo 　 III
in　 g　M 　 hydrochloric　 acid 　 solution ．　 The　 detection
Ii皿 it　 and 　the 　 coef 丘cient 　of 　variation 　 of 　th三s　procedure
were 　O ．lppm 　 and 　 2．5％ ，

　 respectively ．　 Thorium 　 in

standard 　rocks 　of　 U 。　S．　 Geological　 Survey 　and

Geological　 Survey　 Df 　Japan　 werc 　 determined　wi ゆ

the 　propOsed　procedure ．　 The　values 　of　G −2
，
　GSP −1

，

AGV −1
，
　 and 　BCR −10f 　 U ．　S．G ．　S．　 were 　 22，7，

11．8，
7．61and 　5、47　PPm ，

　and 　Df 　JG −1　 and 　JB−113 ．2　 and

8．8g　PPm ，
　respectively ．

　　　　　　　　　　　　 （Reccived　Dec．8，
1978）

　 KeUt σ ortls

Arsenazo　III

Ion　 exchange

Silicate　 rock

Spectrophotometry

Standard　 rock

Thoriu皿
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